
日付を確認し、 カレンダーをめくりましょう。

般若心経をかみくだいた超訳がかわいい猫とともに味わえます。

パラパラとめくって、 好きな言葉を探すのもよいでしょう。

日々を幸せに生きられる言葉が満載です。

ひと月で般若心経を１回読んだことになります。

毎日唱えながらめくって、 徳を積みましょう。

本書の使い方
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